大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 外部 資源 活用 - 
日 英 比較 - 


AUTHOR(S): 


桐 畑 , 哲也 : 参 锅 , 篤司 : 山倉 , 健 


CITATION: 


桐 畑 , 哲也 .…[et all. 大 学 発 ベン チャ ー の 外部 資源 活用 - 日 英 比 較 -. 京都 大 
学 大 学院 経済 学研 究 科 Working Paper 2009, J-74 


ISSUE DATE: 
2009-09 


URL: 
http://hdl.handle.net/2433/108677 


RIGHT: 


京都 大 学 学術 情報 リポ ジ ト リ $T 
| 


KURENAI 


Kyoto University Research Information Repository 


京都 大 学 大 学院 経済 学研 究 科 
Working Paper No. 


J-74 


大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 外部 資源 活 


H- 日 英 比較 - 


桐 畑 哲也 , 参 鍋 篤 司 ^, 山倉 信 


2009 年 9 月 


京都 大 学 経営 管理 大 学院 関西 経済 経営 論 (関西 アー バン 銀行 ) 講座 客員 准 教 授 
〒606-8301 京都 市 左京 区 吉田 本 町 E-mail : kiri ( ) gsm.kyoto-u.ac.jp (②) 
^ 京都 大 学 経営 管理 大 学院 関西 経済 経営 論 (関西 アー バン 銀行 ) 
〒606-8301 京都 市 左京 区 吉田 本 町 E-mail 
” 奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 情報 科学 
〒630-0192 奈良 


講座 研究 員 

: sannabe ( ) gsm.kyoto-u.ac.jp (@) 
究 科 情報 生 

県 生駒 市 高山 町 8916-5 E-mail: ken-y ( ) is.naist.jp (②) 


E 命 科学 専攻 


1. は じ め に 

本 論文 は , 日 本 , 英国 の 大 学 発 ベン チャ ー を 対象 と し た 質問 表 調査 を も と に , 大 学 発 
ベン チャ ー に お ける 外部 資源 の 活用 に つい て , 比較 を 行う . その 上 で , 日 本 の 大 学 発 ベ ン 
チャ ー へ の イン プリ ケー ショ ン に つい て 論じ る . 

大 学 発 ベン チャ ー の 定義 に つい て は , 先行 研究 に お いて , 様々 な 定義 が な され て い 
る . 経済 産業 省 (2005) は , 大 学 発 ベン チャ ー に つい て 以下 の よう に 分 上 類 し て いる .「1. 大 
学 や 大 学 関係 者 , 学生 が 保有 する 特許 を 基 に 起業 」「2. 特 許 以外 の 技術 ・ ビ ジネス 手法 を 
基 に 起業 」「3. そ の 他 」 す な わ ち ,「3-1. 創業 者 の 持つ ノウ ハウ を 事業 化す る た め に , 設立 
か ら $ 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 」「3-2. 既 存 の 事業 を 維持 ・ 発 展 を させ る た め に , 設立 
か ら $ 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 , また は , 技術 移転 」「3-3. 設立 か ら $ 年 程度 以内 
に 大 学 関連 の イン キュ ベー ショ ン 施 設 等 に 入居 し , 大 学 か ら 種々 の 支援 」「3-4. 大 学 で 学 
ん だ 内 容 を 基 に 創業 」「3-$. 大 学 で ベン チャ ー ビ ジ ネス 論 等 を 学び , その 一 環 と し て ビジ ネ 
スプ ラン を 作成 し 起業 を 決意 」「3-6. 大 学 の 技術 を 移転 する 事業 や , 大 学 の 技術 や ノウ ハ 
ウ を 事業 化す る た め の 資 金 を 提供 する 等 , 大 学 発 ベン チャ ー を 生み 出す た め の 事 業 」「3-7. 
取引 先 や 売上 の 大 半 を , 創業 者 の 出身 大 学 や 大 学 の 人 脈 に よる 紹介 に 依存 」 と 大 学 発 べ 
ンチ ャ ー に つい て 広義 の 定義 を 適応 し て いる . 

近藤 (2002) は , 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , 大 学 か ら 経営 資源 の 基本 要素 で ある ヒ 
ト ・ モ ノ ( 技 術 ), カネ の いずれ か が 大 学 か ら 何 ら か の 形 で 供給 さん た ベン チャ ー 企 業 と 定義 
し て いる . その 上 で , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に つい て ,「 大 学 の 教員 や 技術 系 職員 又は 学生 が 
ベン チャ ー 企 業 の 創立 者 に な る か 創立 に 深く 関与 し た 場合 (人 材 移転 型 )」「 大 学 に お ける 
研究 成果 又は 大 学 で 習得 し た 技術 に 基づい て 起業 され た 場合 (技術 移転 型 ) 」「 大 学 や 関 
連 の TLO (技術 移転 機関 ) バ ベ ミ ベンチャー 企業 創立 に 際 し て 出資 又は 出資 の 韓 旋 を し た 場 
合 ( 出 資 型 ) 」 の 3 つの タイ プ を 指摘 し て いる . 

Smilor, Gibson and Dietrich (1990) は , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 定義 に つい て , 創業 者 
が , 大 学 教員 か , 職員 , 学生 で , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 設立 する た め に 大 学 を 去っ た か , ま 
た は , 大 学 に 在籍 の まま 設立 し た ケー ス で , 且 , 又は , 大 学内 で 技術 , 技術 ベー ス の アイ 
ディ ア を ベー ス と し た 企業 と 指摘 し , ヒト , モノ (技術 ) に フォ ー カ ス し た 定義 を 提示 し て いる . 
ヒト , モノ (技術 ) を 重視 し た 定義 は , この 他 に も 見 られ る (Nicolaou and Birley,2003, 
Steffensen, E. Rogers and Speakman, 1999 他 ) . 

Robert(1991) は , 大 学 の 教員 , 学生 等 の 関係 者 が 創業 者 と し て 関与 し て いる 点 を 重 
視 し , 大 学 発 と 当該 ベン チャ ー の 人 的 関与 ,. すなわち ヒト を ベー ス と し て , 大 学 発 ベ ンチ ャ 
ー を 定義 し て いる . 

Wright, Clarysse, Mustar and Lockett (2007) は , 学術 機関 か ら 生 み 出 され た 知 的 財 
産 の ライ セン シン グ 及 び 譲 渡 に 依存 する ニュ ー ベ ンチ ャ ー」 と 定義 し て いる 他 , Shane 
(2004) も , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に つい て , 「 大 学 で 研究 開発 され た 何ら か の 知 的 財産 を 基 艦 
と し て 創業 され た 新規 企業 」(Shane, 2004:4) と 定義 し て いる . Wright, Clarysse, Mustar 
and Lockett (2007) 及 び Shane (2004) の 指摘 する 知 的 財産 と は , 法律 等 に よっ て 保護 され 
た 知 的 財産 権 を 基盤 と し て 起業 し た 企業 を 念頭 と し て お り , 技術 , 特に 知 的 財産 権 に 限定 
的 な 定義 を 指摘 し て いる . 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , モノ (技術 ) に フォ ー カ ス す る , す な 
わ ち 大 学 の 技術 を ベー ス と し た 企業 と する 定義 は , この 他 に も ある (Charles and Conway, 
2001, 山田 ,2006, 新藤 ,2005 他 ) 

本 論文 に お いて は , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に つい て , 「 大 学 で 研究 開発 され た 何ら か の 知 
的 財産 を 基盤 と し て 創業 され た 新規 企業 」 と する . ここ で の 知 的 財産 と は , 法 的 に 保護 され 


ーー 


た 知 的 財産 権 と し て の 特許 等 に 加え て , ツ ソフトウェア 等 , ? 


た 的 に は 保護 され て いな いも の の 


大 学 の 研究 成果 と し て の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 等 を 導入 し た ベン チャ ー 企 業 も 含む も の と す 


る . 
2. 研究 対象 
2.1. 調査 方 法 


送付 し , 426 の 回 答 を 得 た (回 答 率 32.82%) . 


に か ヵ 


レシ 


プ 調 査 を 実施 し た . 本 論文 で は , この 内 , 設立 
的 財産 権 と し て の 特許 を ベー ス と し た 事業 , また , 法 的 に は 保護 され て いな いも の の 大 学 


の {ff 


Incubation), 英 


質問 票 調 査 は , この 1298 社 に 対し て , 郵送 で , 2008 自 


本 に つい て は , 日 本 経済 新聞 社 編 (2005), 日 本 
医薬 経済 社 編 (2003) 等 の 企業 一 覧 や WEB 公開 情報 を も と に , 大 学 と の 間 に お いて 技 
術 面 で 関係 が あり , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 想定 され る ベン チャ ー 企 業 1298 社 を 抽出 し た . 


E 導 体 ベ ンチ ャ ー 協 会 編 (2006), 


E 4 月 


角 か ら 5 月 上 旬 に か け て 


質問 表 調 査 の 郵送 後 , 5 月 上 旬 か ら 下 旬 


後 10 有朋 


け て , 回 答 の な い 企 業 に 対し て は , 電話 及び 電子 メー ル に よる 暫 促 及び フォ ロー アッ 
FE 以 内 , 法 的 に 保護 され た 大 学 の 知 


究 成 果 と し て の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を ベー ス と し た 事業 , 共同 研究 等 の 機会 を 通じ て 
大 学 の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を 導入 し た と 回 答 し た 未 上 場 企業 234 社 を 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 


理解 し , 分 析 の 対象 と し た . 


英国 に つい て は , 英国 サイ エン スパ ー ク 協会 (The United Kingdom Science Park 
Association) , 英国 ビジ ネス ・ イ ン キ ュ ベ ーション (The United Kingdom Busincss 


国 大 学 学長 委員 会 (The Committee of Vice-Chancellors and Principals of 


the Universities of the United Kingdom Universities UK office) 等 の WEB 公 開 情報 を も と 
に , 大 学 と の 間 に お いて 技術 面 で 関係 が あり , 大 学 発 ベン チャ ー と 想定 され る ベン チャ ー 


企業 851 社 を 抽出 し た . 抽出 に 当たっ て は , 英 攻 


の 各 大 学 , 関連 サイ エン スパ ー ク の 管理 


者 等 へ の 問い 合わ せ を 行っ た . 質問 票 調査 は , この 8$1 社 に 対し て , 郵送 で , 2003 年 11 月 
下旬 か ら 12 月 下旬 に か け て 送付 し , 74 の 回 答 を 得 た (回 答 率 8.6%). 質問 表 調 査 の 郵送 


後 ,1 月 中 旬 か ら 下 旬 に か け て , 回 
督促 及び フォ ロー アッ プ 調 査 を 実施 し た 本 論文 で は , この 内 , 
護 さ れ た 大 学 の 知 的 財産 権 と し て の 特許 を ベー ス と し た 事業 , また , 法 的 に は 保護 され て 
いも の の 大 学 の 研究 成果 と し て の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ツ ウ 」 


いな 


答 の な い 企業 に 対し て は , 


電話 及び 電子 メー ル に よる 
設立 後 10 年 以内 , 法 的 に 保 


を ベー ス と し た 事業 , 共同 研究 等 


の 機会 を 通じ て 大 学 の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を 導入 し た と 回 答 し た 未 上 場 企業 41 社 を 大 学 発 


ベン 


チャ ー と 理解 し , 分 析 の 対象 と し た ". 


本 ,二 


内 


国 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企業 の 所 在 地 は , イン グラ ンド が 78.05%( 内 , ロン ドン 


2.44%, サウ スイ ー ス ト 9.76%, イー スト 31.719%, サウ スウ ェ ス ト 12.20% 

ウェ スト ミッ ドラ ンド 7.32%, イー スト ミッ ドラ ンド 7.329%, ノー スウ ェ ス ト 7.32%, ヨー クシ ャ ー 
及び ノー スイ ー ス ト 0%) , スコ ッ ト ラ ンド が 17.07%, ウェ ー ル ズ が 2.44%, 北ア イル ラン ド が 
2.4496 で ある . 


2.2. 対象 企業 の 特性 
2.2.1 業種 


に , バイ オ 系 の 割合 が 高い . 


表 1 対象 企業 の 業種 


英 の 対象 企業 の 業種 は , 以下 の 表 1 の 通り で ある . 対象 企業 に お いて は , 日 


日 本 英国 

バイ オ 系 39.74 46.34 
IT 系 ハー ド 系 7.26 9.76 
ソフ ト 系 21.87 29.27 
その 他 素材 14.53 0.00 
機械 系 16.67 7.32 
環境 系 15.81 4.88 
エネ ルギー 系 8.97 2.44 
育 系 0.00 
その 他 10.26 14.63 

注 : 数値 は パー セン ト . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 複数 回 答 で ある こと か ら , 合計 


の パー セン ト は 100 を 超え る . 


2.2.2 創業 時 と 現在 に お ける 成長 段階 


英 の 対象 企業 に お ける 創業 時 の 主力 製品 ・ サ ービス の 成長 段階 に つい て 比較 し た 
結果 は 以下 の 表 2 の 通り で ある . 質問 票 調査 に お ける 選択 肢 は , 1. 研究 開発 の 初期 段階 


2. 研究 開発 途中 の 段階 , 3. 試作 品 を 完成 又は 試験 販売 中 , 4. 製品 化 に めど が 立っ た 
段階 , 5. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 赤字 ), 6. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 


年 度 黒字 だ が 累積 損失 あり ), 7. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 黒字 で 累積 損失 な 
し ) の 7 段階 と し た *. 対象 企業 に お いて は , 日 本 が , 創業 時 , 現在 共に , 若干 成長 後期 で あ 


る . 


表 2 創業 時 と 現在 に お ける 主力 製品 ・ サ ービス の 成長 段階 


創業 時 現在 
2.489 4.690 
日 
从 1.666 1.695 
2 2.474 4.079 
玉 | 
天 国 1.720 1.761 
注 : 数 値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 


5 成長 段階 に つい て は , Maison and Harrison (1999) の 分 類 を ベー ス と し た . 


2.2.3. 経営 課題 


下 の 表 3 と 表 4 の 通り で ある . 質問 表 調 査 の 選択 
3. 資金 調達 , 4. 顧客 , 販路 , 5. オフ ィ ス , 研究 月 


回 答 者 は , 


該当 する 項 


は , 顧客 販路 が 最も 多く , 


六 コ 


骨 達 , 研究 開発 と 続く . 


ul 


表 3 創業 時 の 経営 課題 


の 上 位 3 つ を 選 # 
本 は , 創業 時 で は , 資金 調達 が 最も 多く , 人 材 確保 , 


出 


する 


日 英 の 対象 企業 に お ける 創業 時 及び 現在 の 経営 課題 に つい て 比較 し た 結果 は 以 
肢 は , 1. 人 材 の 確保 ・ 育 成 , 2. 1 
ff の 確保 , 6. 大 学 と の 連携 , と し て いる . 
乡 式 上 L 产 . 


究 開 発 , 


顧客 販路 と 続く . 現在 に つい 
資金 調達 , 人 材 確保 と 続く . 英国 は , 創業 時 は , 日 本 と 同じ く , 


三 


金 調達 が 最も 多く , 人 材 確保 , 顧客 販路 と 続く . 現在 で は , 顧客 販路 が 最も 多く , 资金 


人 材 確保 研究 開発 資金 調達 顧客 販路 オフ ィ ス 大 学 連 携 
本 1.235 0.701 1.594 1.205 0.462 0.265 
1.108 1.038 1.271 1.208 0.855 0.740 
英国 0.639 0.683 1.927 1.000 0.366 0.463 
1.015 1.011 1.253 1.072 0.799 1.075 

表 4 現在 の 経営 課題 
人 材 確保 研究 開発 資金 調達 顧客 販路 オフ ィ ス 大 学 連 携 
本 1.491 0.701 1.496 1.517 0.192 0.111 
1.180 0.924 1.251 1.191 0.580 0.450 
英国 0.488 0.976 1.146 1.366 0.634 0.098 
0.978 1.060 1.352 1.220 1.067 0.374 
注 : 数 値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 平 


均 値 は , 最も 困難 な 経営 課題 を 3 ポイ ント , 二 番 目 を 2 ポイ ント , 三 番 目 を 1 ポイ ント と し た 合 


計 の 平均 値 . 


3 大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 外部 資源 活用 

3.1 事業 計画 書 作成 に お ける 外部 機関 活用 
英 日 の 対象 企業 に お ける 事業 計画 書 作 成 に あたっ て の 外部 機関 か ら の 支援 受 

入 状況 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 $ の 通り で ある . 選択 肢 は , 


関 」「 会 計 士 ・ 監 査 法人 」 
学 | 「 友 人 ・ 親 族 」 
の 8 と つの: し レ た だ 。 


Sh た 
よ / こ と う 


「 コ ユン サル ティ ング 会 社 」 
「 外 部 の 助言 は 得 て い な い 」 


「 外 部 の 助言 は 得 て い な い 」 に つい て , 日 本 は , 英国 


「 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 」 


「 公 的 支援 機 
「 大 


「 事 業 計画 書 を 作成 し て いな い 」 


本 は , 大 学 が 最も 多く , 公 的 支援 機関 ベン チャ ー キ ャ ピタ ル と 続く . 
は , ベン チャ ー キ ャ ピタ ル が 最も 多く , 公 的 支援 機関 , 


会 計 士 ・ 監 査 法人 と 続 
の 2 倍 以上 に 上 る . 


英国 
EX. 


表 S 事業 計画 書 作成 に お ける 外部 機関 活用 


公 的 支 人 生计 圭 コン サル へ ソン チ ャ ー 大 学 


援 機関 テイク キャ YE タル 
29.34 。 17.77 16.94 28.51 30.58 14.05 19.01 3.31 


本 
英国 31.71 29.27 26.83 36.59 24.39 24.39 9.76 0.00 


注 : 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 
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3.2 幹部 人 材 登 用 に お ける 外部 機関 活用 
3.2.1 幹部 人 材 意 用 

英 日 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企業 に お ける CEO( 最 高 経営 責任 者 ), CTO( 最 高 技 
術 責 任 者 ), CFO( 最 高 財務 責任 者 ), CSO( 最 高 営業 責任 者 ) の 獲得 し よう と し た か ど 
うか に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 6 の 通り で ある . 
日 本 は , CSO( 最 高 営業 責任 者 ) が 最も 多く , CTO( 最 高 技術 責任 者 ), CFO( 最 高 
財務 責任 者 ) と 続く . 英国 は , CTO( 最 高 技術 責任 者 ) が 最も 多く , CEO( 最 高 経営 責任 
者 ), CFO( 最 高 財務 責任 者 ) と 続く . 日 英 で , CEO( 最 高 経営 責任 者 ) に 最も 大 き な 差 
が 確認 され た . 


表 6 幹部 人 材 の 登用 意向 


CEO CTO CFO CSO 
日 本 16.24 34.62 33.76 36.75 
英国 51.22 68.29 48.78 46.34 


注 : 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 


3.2.2 CEO( 最 高 経営 責任 者 ) 間 用 に お ける 外部 機関 活用 

英 日 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企 業 に お ける CEO( 最 高 経営 責任 者 ) 交 用 に お ける 
依頼 外部 機関 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 7 の 通り で ある . 選択 肢 は , 「 人 材 
派遣 会 社 」「 公 的 支援 機関 」「 大 学 」「 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 」「 人 銀行 」「 会 計 士 ・ 
監査 法人 」 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 の 7 つと し た 。. 
本 は , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 」 「 大 
学 」 と 続く . 英国 は , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 人 材 派遣 会 社 」「 べ 
ンジ チャー キャ ピタ ル 」 と 続く . 


表 7 最高 経営 責任 者 巻 用 に お ける 依頼 外部 機関 


人 材 派 公 的 支 ペン チャ ー 会 計 士 ・ 個人 的 


: i 大 学 2 銀行 ; 、 

道 会 社 援 機 関 キャ ヒ ピタ ル 監査 法人 ネッ ト 
日 本 0.00 1.71 3.42 5.56 1.71 1.71 9.40 
英国 24.39 2.44 2.44 17.07 0.00 0.00 19.51 


FT 


: 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 
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3.2.3 CTO( 最 高 技術 責任 者 ) 登用 に お ける 外部 機関 活用 

英 日 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企 業 に お ける CTO( 最 高 技術 責任 者 ) 交 用 に お ける 
依頼 外部 機関 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 8 の 通り で ある . 
英 共 に , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 大 学 」「 人 材 派遣 会 社 」 と 


起 
YE 


vs 


表 8 最高 技術 責任 者 券 用 に お ける 依頼 外部 機関 


人 材 派 公 的 支 大 学 ペソ ンチ ャ ー 银行 会 計 士 ・ 個人 的 
遺 会 社 援 機関 キャ ヒ タ ル 臨 査 法人 ネッ ト 
日 本 9.40 2.14 11.54 3.42 0.43 0.00 23.08 
英国 9.76 0.00 14.63 0.00 0.00 0.00 17.07 
注 : 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 
3.3.4 CFO( 最 高 財務 責任 者 ) 登用 に お ける 外部 機関 活用 
英 日 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企 業 に お ける CTO( 最 高 財務 責任 者 ) 交 用 に お ける 
依頼 外部 機関 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 9 の 通り で ある . 
本 は , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 人 材 派遣 会 社 」「 ベ ンチ ャ ー 
キャ ピタ ル 」 と 続く . 英国 も , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 人 材 派遣 会 
社 」「 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 」 そ し て , 「 会 計 士 ・ 監 査 法人 」 と 続く . 
表 9 最高 財務 責任 者 券 用 に お ける 依頼 外部 機関 
人 材 派 公 的 支 大 学 ペン チャ ー 银行 会 計 士 ・ 個人 的 
遺 会 社 援 機 関 キャ ビタ ル 監査 法人 ネッ ト 
日 本 9.83 4.70 1.71 8.97 2.99 5.13 19.66 
英国 17.07 4.88 0.00 7.32 0.00 7.32 31.71 
注 : 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 


3.4.5 CSO( 最 高 営業 責任 者 ) 登用 に お ける 外部 機関 活用 


英 日 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 対 象 企業 に お ける CSO( 最 高 営業 責 人 
依頼 外部 機関 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 10 の 通り で ある . 


上 者 ) 登 用 に お ける 


本 は , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 人 材 派遣 会 社 」「 ベ ンチ ャ ー 
キャ ピタ ル 」 と 続く . 英国 も , 「 個 人 的 ネッ トワ ー ク 」 が 最も 多く , 「 人 材 派遣 会 
社 」「 ベ ベンチャー キャピタル 」 そ し て , 「 大 学 」 「 銀 行 」 と 続く . 
表 10 最高 営業 責任 者 登用 に お ける 依頼 外部 機関 
人 材 派 公 的 支 大学 ペソ ンチ ャ ー 银行 会 計 士 ・ 個人 的 
遺 会 社 援 機関 キャ ピタ ル 監査 法人 ネッ ト 
日 本 8.97 3.85 2.99 5.56 0.85 0.43 29.91 
英国 26.83 0.00 2.44 2.44 2.44 0.00 29.27 
注 : 数 値 は パー セン テー ジ . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41. 
4. お わり に 
大 学 発 ベン チャ ー の 外部 資源 活用 に 関す る , 日 本 , 英国 の 大 学 発 ベン チャ ー を 対象 


り で ある . 


と し た 質問 表 調 査 の 主 な 結果 は , 以下 の 通 


大 学 が 最も 多く , 公 的 支援 機関 , ベン チャ ー キ ャ ピタ ル と 続く . 英国 


事業 計画 書 作 成 に あたっ て の 外部 機関 か ら の 支援 受入 状況 に つい て は , 日 


本 は , 
は , ベン チャ ー キ ャ 


ピタ ル が 最も 多く , 公 的 支援 機関 , 会 計 士 ・ 監 査 法人 と 続 


て いな い 」 
外 


(に つい て , 


ドー グル が! 


日 本 は , 英 


Bb か ら の 経営 幹部 人 材 韻 用 に 関し て , 
CTO( 最 高 技術 責任 者 ), CFO( 最 高 
高 経営 責任 者 ) の 外 普 
経営 幹部 人 材 登用 ( 


こ お け る 依 
心 に な っ て お り 


ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 」 等 に 


今回 
成 に あたっ て , 英国 


で あろ う . 先行 研究 


の 調査 結果 で 注目 すべ き 


企業 の 経 


デー 
月 


の 


次 に 注 


すべ き は , 


部 登用 の 少な さ で あろ う . 
営 責任 者 ) 


sa 
高 径 


CEO( 最 


二 


に 伴う , CEO ( 


人 


成 の 観点 か ら は , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 有 
向上 が 必要 か も し れ な い . 


日 


一 


は , まず, 
と 比較 し て ,「 外 部 の 
に よる と , 経営 資源 の 
に お いて は , 外部 資源 の 有効 活 


国 の 2 倍 以 」 


如 


上 に 上 っ た . 


术 


II 


外部 機関 


全 


され て い 


全 


上 


, 職種 に よっ て , 


に つい て , 


の 


本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ 
り 言 は 得 て い な い 」 大 学 発 ベ ンチ ャ ー が 多い こと 
ほら れ た ハイ デ テク ベ ンチ ャ ー, 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 
用 は , 当該 企業 の 業績 に 正 の 影響 を 与え る , また , 当該 
営 上 の 重要 な 論点 と 指摘 され て いる (Yli-Renko, Aution and Sapienza, 2001, 

Djokovic and Souitaris, 2004, Macpherson and Holt, 2007). 質 問 票 ヵ 
て も , 「 特 に 製品 開発 に 関す る 企業 秘密 を で きる 
や や, 「 有 効 な アド バイ ス が 得 ら れる か どう か 疑問 」 と 


また 
と きん 


本 は , CSO( 最 高 営業 責 人 
責任 者 ) と 続く . 英国 
次 用 に 積極 的 で は な い . 


身 共 に , 


「 人 材 派遣 会 社 」 


「 個 


「 外 部 の 助言 は 得 


E 者 ) が 最も 多く , 
と 比較 する と , CEO( 


月 . 
到 


人 的 な ネッ 
[大 学 | 


EA 


は , 


事業 計画 書 作 


骨 査 対象 企業 に お い 
ほり 外 に 出し た く な いた め 」 と いっ た 意見 


ベン チャ ー の 経営 の 課題 と する 指摘 が あっ た . 


この 点 に つい て は , 英国 


だ る た な 


ン ブ リ ッ ジ 大 学 等 , 


大 学 発 ベン チャ ー 創 B 


本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に お ける CEO( 
日 本 の 大 学 発 ベン チャ ー に お いて は , 大 学 の 教員 等 が , 
就任 する 事例 が 多数 見 られ , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 支 援 関 係 者 
に 対す る ヒヤ リン グ 調 査 に よる と , 大 学 教員 が CEO (最高 経営 責任 者 ) に 就く こと 
最高 経営 責任 者 ) の 過去 の ビジ ネス 経験 の 少な さ が , 


a 


三 | 


いっ た 意見 が あっ た . 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 
反り 巻く 外部 支援 機関 の 秘 褒 保持 , サポ ー ト 能 


最高 経営 貢 有 


E 者 ) の 外 


日 本 の 大 学 発 


の 対象 大 学 発 ベ ンチ ャ ー へ の ヒヤ リン グ 調 査 で は , ケ 
H が 多数 み ら れ る 大 学 , 地域 に お いて は , 


いわ ゆる 経営 者 人 材 の ネッ トワ ー ク が 存在 し , こう し た ネッ トワ ー ク か ら , 経験 の 


ある 経営 者 人 材 の 登 


の 


E す る 日 


]』 が な され て いる こと が 分 か っ た . 
CEO (最高 経営 責任 者 ) に 教員 等 が 多数 就 有 


日 本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 
本 の 現状 の 背景 に は , CEO (最 


高 経営 責任 者 ) に 就任 する 教員 の 問題 と いう より , こう し た 経営 者 人 材 ネ ッ ト ワ ー 
ク の 機能 が 十分 で は な いこ と も あろ う . 


謝辞 
本 论 


て は , 経済 産業 省 「 経 済 


Rs 
全 


, 英国 


て 行っ た も の で ある . 関係 各位 に 謝意 を 表す る . 


ョ アー バン 銀行 ) 講 座 の 6 
の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 対象 と し た 質問 表 
業 省 技術 経営 人 材 育 成 プ ログ ラム 導入 促進 事業 」 の 一 環 と し 


に お ける 日 本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 対象 と し た 質問 表 調 査 に つい て は , 京都 
大 学 経営 管理 大 学院 関西 経済 経営 論 ( 関 
環 と し て 行っ た も の で ある . また 


究 プ ロジ ェクト の 一 


田 


査 に つい 


同 
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